
人材力への視点
日本男性の平均寿命は 80.21 年と、初めて 80 年を超えた。

女性は 86.61 年と世界トップを続けている。

世界のどの国も経験したことのない超高齢化に加え、依然少子化傾向の大きな改善は見られず、

日本の人口は、現在の約 1 億 2700 万人から、2030 年には約 1 億 1660 万人、

2060 年には約 8674 万人になると予測されている。

人口減少が進み、1 人ひとりの力がより重要になるなか、

国際比較、人材力強化の意義、求められる人材像、リテラシー、エネルギーなどの観点から、

専門家・有識者の意見を聴いた──
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欧
米
に
比
べ
日
本
の
人
材
活
用
は
相
当
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
化＊

し
て
い
る
。
技
術
力
や
仕
事
の
能
力
は
高
い
が
、

人
材
活
用
は
後
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
が
な
い
。
な
か
で
も
問
題
は
、
女

性
の
登
用
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
。
企
業
や
政
府
の

意
思
決
定
に
関
わ
る
女
性
の
比
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
。

　

ア
メ
リ
カ
も
四
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
そ
う
だ
っ
た
。

し
か
し
女
性
が
意
思
決
定
に
加
わ
る
こ
と
が
組
織
の

強
さ
に
つ
な
が
る
と
わ
か
り
、
登
用
が
進
ん
だ
。

　

ト
ッ
プ
が
イ
エ
ス
マ
ン
ば
か
り
に
囲
ま
れ
た
組
織

は
脆
い
。
議
論
の
な
い
組
織
運
営
を
続
け
て
い
る
と
、

危
機
が
起
き
た
と
き
対
応
で
き
な
い
。
日
本
企
業
は

殴
ら
れ
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
が
ち
で
、
殴
ら
れ
る

と
へ
こ
ん
だ
ま
ま
。
男
性
原
理
だ
け
の
組
織
は
脆
弱

だ
が
、
多
様
な
人
材
活
用
で
組
織
に
弾
力
が
つ
く
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
進
む
今
、
も
は
や
日
本
企
業

は
馴
れ
合
い
の
横
並
び
を
続
け
て
い
ら
れ
る
時
代
で

は
な
い
。
海
外
企
業
と
直
接
競
争
す
る
わ
け
だ
か
ら
、

従
来
と
異
な
る
課
題
が
増
え
、
素
早
い
レ
ス
ポ
ン
ス

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
ま
ず
女
性
の
登

用
。
つ
ま
り
意
思
決
定
の
場
に
女
性
と
い
う
異
質
な

視
点
が
あ
れ
ば
、
組
織
内
部
で
日
常
的
に
異
議
申
し

立
て
が
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

が
吟
味
さ
れ
る
た
め
、
組
織
外
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に

も
す
か
さ
ず
対
応
で
き
る
の
だ
。

　

但
し
女
性
と
い
う
だ
け
で
器
で
な
い
人
材
の
起
用

は
意
味
が
な
い
。
力
量
の
あ
る
女
性
登
用
、
子
供
が

い
る
女
性
の
働
き
や
す
さ
と
い
う
点
で
は
、
日
本
は

欧
米
に
比
べ
る
と
一
周
遅
れ
の
印
象
だ
。
こ
れ
を
二

周
遅
れ
に
し
な
い
こ
と
が
ま
ず
求
め
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
帰
国
子
女
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
、
複
数

の
言
語
や
文
化
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
国
際
感
覚

を
持
つ
人
材
の
活
用
。
例
え
ば
日
本
は
二
〇
二
〇
年

に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
現
在
の
倍
、
二
〇
〇
〇
万

　

何
か
事
が
起
き
た
と
き
、
日
本
企
業
は
黙
っ
て
嵐

が
過
ぎ
る
の
を
待
と
う
と
し
が
ち
だ
。
し
か
し
積
極

的
に
問
題
と
向
き
合
う
べ
き
。
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
故
だ
が
、
欧
米

の
電
力
会
社
な
ら
も
っ
と
ス
マ
ー
ト
に
対
応
で
き
た

気
も
す
る
。
欧
米
に
は
窮
地
に
陥
り
危
機
管
理
の
術

を
身
に
つ
け
た
企
業
が
多
い
。
そ
う
し
た
先
例
に
学

び
即
座
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る
組
織
─
─
女

性
の
視
点
、
国
際
的
視
点
、
弱
者
の
視
点
を
内
包
し

た
組
織
で
あ
っ
た
な
ら
、
原
子
力
が
悪
い
、
電
力
会

社
が
悪
い
と
い
う
問
題
に
す
り
替
わ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
か
ら
で
も
い
い
。
電
力

会
社
は
積
極
的
に
問
題
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。
原
子

力
は
放
射
線
リ
ス
ク
は
あ
る
に
し
て
も
、
一
方
で
電

力
不
足
は
医
療
や
生
活
・
産
業
を
危
機
に
陥
ら
せ
る

こ
と
を
語
る
べ
き
だ
。
安
全
や
安
心
は
心
理
的
要
素

も
大
き
い
。
理
屈
で
納
得
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
、
顔

の
見
え
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
よ
り
よ
い
社
会
づ
く

り
を
下
支
え
し
て
い
る
責
任
感
を
示
す
こ
と
で
前
向

き
に
転
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
必
要
だ
。

　

人
件
費
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
絞
る
だ
け
で
は
企
業
・

組
織
は
痩
せ
細
っ
て
い
く
。
組
織
内
部
に
違
和
を
取

り
込
み
内
部
か
ら
常
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
る
組
織
こ

そ
、
新
た
な
活
力
が
生
ま
れ
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
拓
き
、
活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

日
本
の
組
織
変
革
に
期
待
し
た
い
。

＊
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
＝
孤
立
し
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
。

人
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
外
国
人
客
向

け
に
日
本
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
際
、
日
本
人
が

考
え
る
日
本
の
魅
力
は
、
外
国
人
が
感
じ
る
魅
力
と

は
大
き
く
ズ
レ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
帰

国
子
女
や
外
国
人
、「
外
か
ら
の
視
点
」
を
導
入
し

な
い
と
、
大
き
な
機
会
損
失
に
つ
な
が
る
。

　

特
に
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
日
本
を
訪
れ
る
外
国

人
が
最
も
不
便
を
感
じ
る
こ
と
の
一
つ
が
、
街
で

W
i-F

i

を
使
え
る
エ
リ
ア
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
こ
れ
も
、
誘
致
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
外
国
人
が

い
れ
ば
、
す
ぐ
に
改
善
さ
れ
て
い
る
は
ず
。
日
本
企

業
で
働
く
外
国
人
は
翻
訳
技
能
者
な
ど
が
ほ
と
ん
ど

で
、
意
思
決
定
に
関
わ
る
人
が
少
な
い
点
が
問
題
だ
。

　

日
本
人
自
身
も
、
も
っ
と
英
語
力
を
磨
い
て
ほ
し

い
。
海
外
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
で
は
報

道
さ
れ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が
数
多
く
あ
る
。
英
語
を
身

に
つ
け
る
目
的
は
、
単
に
語
学
力
で
は
な
く
国
際
的

人 材 力 へ の 視 点

モ
ー
リ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

国
際
比
較

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る
日
本
の

人
材
活
用

モーリー・ロバートソン　
ジャーナリスト
1963年米国ニューヨーク生まれ。68
年父親の仕事の関係で広島に移住。
日米双方の教育を受けた後、81年東
京大学に現役合格。日本語で受験し
たアメリカ人としてはおそらく初の
合格者。加えてハーバード大学、マ
サチューセッツ工科大学、スタン
フォード大学等にも同時合格。88年
ハーバード大学卒。91年から日本で
活動。ジャーナリスト、アーティス
ト、ラジオＤＪなど幅広い肩書きを
持つ。著書『よくひとりぼっちだっ
た』など。
http://officemorley.jp/

な
視
点
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

三
つ
目
は
障
害
者
な
ど
の
視
点
の
活
用
。
倫
理

的
・
人
道
的
に
障
害
者
に
も
住
み
よ
い
社
会
を
、
と

い
う
き
れ
い
事
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
善

意
頼
み
で
は
企
業
で
の
雇
用
は
進
み
に
く
い
。
例
え

ば
障
害
者
の
視
点
を
通
じ
て
健
常
者
に
も
喜
ば
れ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
機
器
・
施
設
や
在
宅
仕
事
な
ど
、
新

独立行政法人労働政策研究・研修機構「国際労働力比較2014」をもとに作成

た
な
利
益
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
と
捉
え

た
ほ
う
が
い
い
。

　

日
本
に
は
多
様
性
が
足
り
な
い
。
い
わ
ば
モ
ノ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
国
。
一
つ
の
価
値
観
だ
け
で
、
み
ん
な

が
判
で
押
し
た
よ
う
に
同
じ
だ
と
、
少
し
の
躓
き
で

将
棋
倒
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
立
ち
直
れ
な
い
ほ
ど

の
ダ
メ
ー
ジ
、
損
失
を
被
る
こ
と
も
あ
る
。

＊日本は2012年、その他の国は2011年のデータ
　内閣府男女共同参画局の資料をもとに作成

労働力人口総数に占める
外国人労働力人口の割合

男女間賃金格差（男=100）

就業者、管理的職業従事者に占める女性割合
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集
団
の
力
か
ら
個
の
力
へ
─
─
日
本
に
必
要
な
人

材
像
は
今
、
大
き
な
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
。

　

資
源
の
な
い
日
本
が
戦
後
、
高
度
成
長
を
遂
げ
た

の
は
、
そ
れ
を
補
う
人
的
資
源
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

限
ら
れ
た
空
間
に
多
く
の
分
子
が
集
ま
れ
ば
凝
縮
し

て
固
体
化
す
る
よ
う
に
、
団
塊
の
世
代
を
中
心
と
す

る
質
の
高
い
労
働
力
が
組
織
化
さ
れ
、
集
団
の
力
が

成
長
を
支
え
た
。

　

し
か
し
団
塊
世
代
が
リ
タ
イ
ア
し
つ
つ
あ
る
現
在
、

状
況
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
分
子
の
間
に
「
隙

間
」
が
生
じ
た
こ
と
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
分
子
が
動

き
や
す
く
な
っ
た
の
だ
。
今
後
、
集
団
と
し
て
の
力

は
弱
ま
る
反
面
、
個
々
人
の
自
由
度
は
高
ま
り
、
個

性
を
発
揮
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
意
味
で
は
望
ま
し
い
変
化
だ
が
、
逆
に
い
う

と
、
そ
れ
だ
け
個
人
の
力
が
厳
し
く
判
定
さ
れ
る
時

代
で
も
あ
る
。
人
口
減
少
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ

　

競
争
が
熾
烈
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、

企
業
で
も
国
家
で
も
エ
リ
ー
ト
育
成
は
日
本
全
体
の

課
題
で
あ
り
、
大
学
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

同
時
に
大
企
業
組
織
も
変
革
が
必
要
だ
。
ア
メ
リ

カ
も
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
日
本
と
同
様
、
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
型
の
大
企
業
が
経
済
を
牽
引
し
て
き
た

が
、
競
争
力
強
化
の
た
め
組
織
は
ど
ん
ど
ん
フ
ラ
ッ

ト
化
し
て
い
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
化
と
も
相
俟
っ
て
管
理
部

門
が
縮
小
し
た
結
果
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
な
知
識
を
有
し

物
事
を
大
局
的
に
観
る
人
材
─
─
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
は
、
ほ
ん
の
一
握
り
で
済
む
よ
う
に
な
っ

た
。
今
や
ア
メ
リ
カ
の
エ
リ
ー
ト
は
大
企
業
に
行
か

ず
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
興
し
た
り
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
武
器
に

企
業
を
渡
り
歩
く
な
ど
、
自
ら
の
能
力
で
道
を
切
り

た
環
境
変
化
の
な
か
で
自
分
の
意
志
を
明
確
に
持
ち
、

能
力
を
鍛
え
、
そ
れ
を
外
に
示
せ
る
人
材
で
な
い
と
、

社
会
的
役
割
は
果
た
せ
な
い
。
し
か
も
か
つ
て
は
日

本
国
内
に
大
き
な
富
と
市
場
が
あ
っ
た
が
、
人
口
減

少
と
と
も
に
市
場
は
縮
小
し
、
成
長
期
に
蓄
え
た
富

も
底
を
突
い
て
き
た
な
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す

る
人
材
で
な
い
と
日
本
国
内
で
も
通
用
し
な
い
。
そ

ん
な
時
代
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

今
は
過
渡
期
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
に
向
け
た
人

材
の
育
成
・
活
用
は
ま
だ
途
上
。
企
業
は
「
尖
っ
た

個
性
」
を
求
め
る
が
、
学
生
に
は
安
定
志
向
が
残
っ

て
い
る
。
ま
た
高
度
成
長
期
に
は
人
材
育
成
の
大
部

分
は
企
業
が
担
っ
て
い
た
。
終
身
雇
用
の
も
と
、
将

来
的
な
リ
タ
ー
ン
を
期
待
し
て
人
材
へ
の
投
資
を

行
っ
て
き
た
が
、
既
に
多
く
の
企
業
は
長
期
に
わ
た

る
人
的
投
資
を
行
う
財
的
余
力
を
失
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
企
業
に
よ
る
人
材
育
成
は
、
組
織
を
う
ま
く

拓
い
て
い
る
。

　

日
本
で
も
早
晩
、
同
様
の
変
化
が
起
き
る
だ
ろ
う
。

大
企
業
、
そ
れ
も
製
造
業
な
ど
、
成
功
体
験
が
大
き

い
組
織
ほ
ど
変
化
へ
の
抵
抗
は
強
い
が
、
ア
ジ
ャ
ス

ト
し
な
い
限
り
将
来
は
な
い
。
今
こ
そ
組
織
の
あ
り

方
を
本
気
で
見
直
し
、
個
の
時
代
に
相
応
し
い
人
材

活
用
に
着
手
す
べ
き
だ
。
能
力
を
持
つ
高
齢
者
を
再

雇
用
し
た
り
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
。
異
分
子
が
入

れ
ば
そ
れ
だ
け
で
刺
激
に
な
り
、
慣
習
を
壊
す
力
が

生
じ
る
。
あ
る
い
は
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
新
ビ
ジ
ネ

ス
を
生
み
出
す
手
も
あ
る
。
大
企
業
と
ベ
ン
チ
ャ
ー

は
一
見
縁
遠
い
感
が
あ
る
が
、
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
情
報

に
恵
ま
れ
た
大
企
業
ほ
ど
、
実
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
力
も
強
い
。
豊
か
な
人
的
資
源
を
、
い
か

に
新
し
い
視
点
で
使
っ
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

　

日
本
の
組
織
は
変
化
や
リ
ス
ク
に
対
す
る
意
識
が

低
い
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
電
力
会
社
の
場
合
、
原

子
力
発
電
所
事
故
へ
の
備
え
も
甘
か
っ
た
。
昨
今
の

世
論
の
よ
う
に
、
一
度
事
故
を
起
こ
し
た
か
ら
と

い
っ
て
こ
れ
ま
で
原
子
力
に
投
入
し
て
き
た
人
材
・

ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
を
す
べ
て
捨
て
る
の
は
大
き
な
損

失
だ
し
、
い
く
ら
自
由
化
だ
か
ら
と
競
争
原
理
を
働

か
せ
て
も
守
る
べ
き
公
益
性
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
だ

が
、
非
合
理
的
な
部
分
は
必
ず
崩
さ
れ
淘
汰
さ
れ
る
。

　

環
境
変
化
と
い
う
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
な
か
、
日

本
社
会
は
組
織
・
人
材
の
育
成
を
見
直
す
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

動
か
す
た
め
ど
う
し
て
も
協
調
性
を
重
視
し
て
し
ま

い
、
尖
っ
た
人
材
は
育
て
に
く
い
。

　

故
に
そ
れ
を
大
学
に
託
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
人

材
育
成
の
場
と
い
う
よ
り
大
学
卒
の
肩
書
を
付
与
す

る
機
関
で
あ
っ
た
日
本
の
大
学
で
は
ア
メ
リ
カ
の
大

学
の
よ
う
に
批
判
的
能
力
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
を
高

め
る
教
育
は
で
き
て
い
な
い
。

　

特
に
諸
外
国
と
比
べ
て
弱
い
の
は
エ
リ
ー
ト
教
育
。

日
本
の
労
働
者
の
質
は
、
世
界
で
も
稀
な
ほ
ど
平
均

値
が
高
く
、
ト
ッ
プ
と
の
差
が
小
さ
い
。
そ
の
分
、

新
し
い
技
術
・
知
識
・
考
え
方
を
打
ち
出
す
力
、
組

織
を
変
え
る
決
断
力
を
持
つ
エ
リ
ー
ト
の
育
成
は
遅

れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
日
本
の
組
織
は
コ
ン
セ
ン
サ

ス
重
視
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
で
、
意
思
決
定
を
行
う

エ
リ
ー
ト
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
面
も
あ
る
。
た
だ

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
重
視
し
す
ぎ
る
と
決
定
に
時
間
が

か
か
り
、
結
果
と
し
て
日
本
の
労
働
生
産
性
は
低
い
。

人 材 力 へ の 視 点

上
山
隆
大 

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

人
材
力
強
化
の
意
義

個
人
の
力
が

厳
し
く
判
定
さ
れ
る
時
代
へ

うえやま　たかひろ
慶應義塾大学総合政策学部教授

（科学技術史・科学技術政策）
1958年大阪府生まれ。大阪大学経済
学部卒、同大学院博士課程修了。ス
タンフォード大学歴史学部大学院
修了。Ph.D. 上智大学経済学部教授、
スタンフォード大学歴史学部科学技
術政策プログラム客員教授、東北大
学客員教授などを経て、2013年より
現職。総合科学技術会議・科学技術
イノベーション政策推進委員会委員、
大阪大学未来戦略機構招聘教授。著
書『アカデミック・キャピタリズム
を超えて』（吉野作造賞受賞）など。
http://vu9.sfc.keio.ac.jp/faculty_profile/
cgi/f_profile.cgi?id=b86cc1621ae07e59

世界大学ランキング2013-2014

企業管理職等の最終学歴

21世紀型能力（試案）概念

英国の高等教育専門誌 Times Higher Educationの
発表資料（2013.10）をもとに作成

教育再生実行会議第3次提言（2013.5）の資料（日本：総務省「就
業構造状況調査2007」/米国：日本労働研究機構「大卒ホワイトカ
ラーの雇用管理に関する国際調査1997」）をもとに作成

順位 大学名 得点

1 カリフォルニア工科大学(アメリカ) 94.9

2 ハーバード大学(アメリカ) 93.9

2 オックスフォード大学(イギリス) 93.9

4 スタンフォード大学(アメリカ) 93.8

5 マサチューセッツ工科大学(アメリカ) 93.0

6 プリンストン大学(アメリカ) 92.7

7 ケンブリッジ大学(イギリス) 92.3

8 カリフォルニア大学バークレー校（アメリカ）  89.8

9 シカゴ大学(アメリカ)  87.8

10 インペリアル・カレッジ・ロンドン（イギリス) 87.5

23 東京大学（日本）  76.4

52 京都大学（日本） 63.2

125 東京工業大学(日本) 50.8

144 大阪大学（日本） 49.0

150 東北大学（日本） 48.5

●米国の上場企業の管理職等の最終学歴
人事部長 営業部長 経理部長

Ph.D.取得 14.1％ 5.4％ 0.0％

大学院修了 61.6％ 45.6％ 43.9％

四年制大学卒 35.4％ 43.5％ 56.1％

四年制大卒未満 3.0％ 9.8％ 0.0％

MBA取得 38.4％ 38.0％ 40.9％

●日本の企業役員等の最終学歴（従業員500人以上）
大学院卒 5.9％（6,200人）

大卒 61.4％（64,900人）

短大・高専、専門学校卒 7.4％（7,800人）

高卒 23.6％（24,900人）

中卒・小卒 1.7％（1,800人）

国立教育政策研究所の資料をもとに作成

実践力
•自律的活動力
•人間関係形成力
•社会参画力

•持続可能な
　未来づくりへの責任

思考力
•問題解決・発見力・創造力
•論理的・批判的思考力
•メタ認知・適応的学習力

21世紀型能力

基礎力
•言語スキル
•数量スキル
•情報スキル
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ゆ
と
り
教
育
の
弊
害
、
学
力
低
下
問
題
は
、
学
校

教
育
で
は
ほ
ぼ
峠
を
越
え
た
。
社
会
に
お
け
る
評
価

は
こ
れ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
校
教
育
は
既
に

新
た
な
方
向
へ
舵
を
切
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
だ
。
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
日
本
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
に

対
応
し
た
教
育
を
模
索
す
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　

象
徴
的
な
の
は
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
の
小
学
校
英

語
の
本
格
導
入
だ
。
小
学
三
・
四
年
生
で
週
一
時
間
、

五
・
六
年
生
で
週
三
時
間
の
英
語
の
授
業
が
始
ま
る

が
、
こ
れ
は
社
会
・
理
科
に
匹
敵
す
る
時
間
数
。
明

確
な
教
科
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
、「
使
え
る
英
語
」

に
近
づ
く
だ
ろ
う
。
従
来
、
日
本
の
学
校
英
語
は
使

え
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
喋
る
機
会
が
な

か
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速

で
国
内
に
い
て
も
喋
る
機
会
は
増
え
て
い
く
。

　

英
語
力
だ
け
で
は
な
い
。
今
後
は
国
際
的
視
野
も

欠
か
せ
な
い
。
小
学
生
も
数
日
で
い
い
か
ら
日
本
を

出
て
、
世
界
に
は
日
本
と
違
う
行
動
原
理
の
国
が
あ

る
こ
と
、
多
元
的
な
文
化
が
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。
日
本
に
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
日

本
の
空
気
に
染
ま
っ
て
し
ま
い
、
国
際
標
準
か
ら
外

れ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
か
な
い
。

　

例
え
ば
学
力
低
下
が
問
題
に
な
っ
た
頃
、
諸
外
国

と
比
較
し
て
日
本
の
中
学
生
の
家
庭
学
習
時
間
は
最

下
位
、
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
は
最
高
位
だ
っ
た
。
一
日

二
時
間
の
テ
レ
ビ
視
聴
は
、
小
学
生
な
ら
年
間
で
学

校
の
授
業
時
間
を
超
え
て
し
ま
う
ほ
ど
。
望
ま
し
い

教
育
は
幼
児
期
か
ら
始
ま
る
。
ま
ず
幼
児
期
に
「
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
」
と
い
う
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
つ
け
さ
せ
る
。
寝
て
い
な
い
、
食
べ
て
い
な
い

状
態
で
勉
強
し
て
も
、
成
果
は
上
が
ら
な
い
。
眠
る

時
間
を
削
っ
て
も
脳
は
働
い
て
く
れ
な
い
の
だ
。

　

こ
れ
は
仕
事
も
同
じ
。「
努
力
と
根
性
」
で
頑
張

政
策
を
見
直
す
こ
と
だ
。
大
切
な
の
は
、
単
に
電
力

自
由
化
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
信
頼
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　

こ
れ
で
い
い
の
か
。
責
任
者
を
引
き
摺
り
下
ろ
す

こ
と
が
横
行
す
る
ほ
ど
日
本
社
会
が
劣
化
し
て
い
る

状
況
下
、
国
を
開
い
て
大
丈
夫
な
の
か
。
喜
ぶ
の
は

外
国
勢
。
日
本
人
が
日
本
社
会
に
責
任
を
持
つ
こ
と

る
こ
と
を
美
徳
と
す
る
日
本
人
の
発
想
は
、
根
本
的

に
間
違
っ
て
い
る
。
や
る
べ
き
は
「
結
果
」
を
出
す

こ
と
。
効
率
的
に
努
力
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
、
大
切

な
の
は
集
中
力
だ
。
何
事
も
「
緊
張
感
を
持
っ
て
臨

む
」
の
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
。
緊
張
は
人
間
を
萎

縮
さ
せ
る
。
安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
る
と
き
こ
そ
集

中
で
き
る
。
子
供
の
成
績
も
、
母
親
が
キ
リ
キ
リ
し

て
い
る
と
、
上
が
ら
な
い
。
母
親
の
笑
顔
に
比
例
し

て
子
供
は
伸
び
る
も
の
だ
。

　

厳
し
い
局
面
で
も
、
自
分
が
す
べ
き
こ
と
が
身
に

つ
い
て
い
れ
ば
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
め
る
。
私
は

常
々
「
読
み
書
き
計
算
」
と
い
っ
た
反
復
学
習
の
大

切
さ
を
主
張
し
て
き
た
。
九
九
の
よ
う
に
反
射
的
に

答
え
が
出
る
ま
で
反
復
す
る
。
徹
底
し
た
反
復
練
習

に
よ
り
、
考
え
る
前
に
身
体
が
動
く
よ
う
に
な
る
。

　

要
は
修
羅
場
を
い
か
に
楽
し
め
る
か
。
場
数
を
踏

み
、
逃
げ
ず
に
ブ
レ
ず
に
楽
し
め
る
、
胆
力
の
あ
る

人 材 力 へ の 視 点

山
英
男 

立
命
館
大
学
教
育
開
発
支
援
機
構
教
授

求
め
ら
れ
る
人
材
像

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
変
革
期
、

修
羅
場
を
楽
し
め
る
リ
ー
ダ
ー
を

かげやま　ひでお
立命館大学教育開発支援機構教授；
立命館小学校校長顧問
1958年兵庫県生まれ。岡山大学法学
部卒。小学校教師時代から「百ます
計算」をはじめ「読み書き計算」の
反復学習と、子供たちの生活習慣の
改善に取り組み、「　山メソッド」
を確立。著書『人生にとって意味の
ある勉強法』『本当の学力をつける
本』他多数。文科省中央教育審議会
教育課程部会委員、大阪府教育委員
会委員長、NPO法人日本教育再興
連盟代表理事等を務める。
http://kageyamahideo.com

リ
ー
ダ
ー
が
個
々
の
組
織
に
い
れ
ば
日
本
の
未
来
は

明
る
い
が
、
残
念
な
が
ら
見
あ
た
ら
な
い
。

　

今
の
日
本
社
会
は
、
究
極
の
無
責
任
社
会
に
向
か

い
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
リ
ー

ダ
ー
・
責
任
者
が
ダ
メ
だ
か
ら
と
、
政
治
家
・
官

僚
・
教
師
そ
し
て
電
力
会
社
を
叩
く
。
福
島
第
一
の

事
故
の
後
、
ま
ず
や
る
べ
き
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

OECD生徒の学習到達度調査（PISA2012）による日本の平均得点・順位の推移

中学生の宿題をする時間とテレビ・ビデオを見る時間  国際比較

リラックスを生み出すステップ

国際教育到達度評価学会による国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）2003に基づく文部科学省の資料をもとに作成

山英男著『人生にとって意味のある勉強法』より作成

こ
そ
、
正
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
あ
り
方
だ
。
外
国

を
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
人
自
身
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
日
本
社
会
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

と
い
う
、
そ
の
責
任
を
担
う
人
材
を
育
て
る
必
要
が

あ
る
。

　

そ
れ
は
家
庭
教
育
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
。
社

会
に
責
任
を
持
て
る
リ
ー
ダ
ー
は
、
社
会
が
育
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
が
二
一
世
紀
後
半
を
に
ら

ん
で
生
き
残
る
術
を
考
え
る
な
ら
、
リ
ー
ダ
ー
育
成

シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

か
つ
て
は
旧
制
高
校
な
ど
が
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
役

割
を
担
っ
て
い
た
。
学
生
も
、
自
分
た
ち
は
良
く
も

悪
く
も
権
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
い
う
自
覚
の
も

と
勉
学
に
励
ん
だ
。
し
か
し
今
後
、
小
学
校
か
ら
の

英
語
教
育
で
言
葉
の
ハ
ー
ド
ル
が
な
く
な
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
東
大
を
め
ざ
し
て
い
た
人
が
ハ
ー
バ
ー
ド
を

め
ざ
す
。
優
秀
な
人
材
が
み
な
海
外
の
大
学
へ
進
ん

だ
り
外
資
系
企
業
に
就
職
し
て
し
ま
い
、
リ
ー
ダ
ー

不
在
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
ず
っ
と
国
内

に
い
て
意
識
が
閉
塞
し
て
い
る
人
よ
り
、
外
に
出
て

改
め
て
日
本
の
良
さ
を
知
り
国
際
感
覚
も
身
に
つ
け

た
人
に
帰
っ
て
も
ら
う
方
法
も
あ
る
。

　
「
面
白
き
こ
と
も
な
き
世
を
面
白
く
」
─
─
幕
末

の
志
士
・
高
杉
晋
作
の
句
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
と
き
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
主
体
的
に
楽
し
め
る
新
時
代
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
、
国
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
と

き
に
来
て
い
る
。

＊各リテラシーが中心分野となった回（読解力は2000年、数学的リテラシーは2003年、科学的リテラシーは2006
年）のOECD平均500点を基準値として、得点を換算

＊順位はＯＥＣＤ加盟国中（カッコ内は全参加国・地域中の順位）
＊数学的リテラシー、科学的リテラシーは経年比較可能な調査回以降の結果を掲載

　OECD生徒の学習到達度調査(PISA2012)の資料をもとに作成

❶「こうすれば確実に成功する」という方法がわかっている
❷そのために十分な準備をする
❸準備の結果「自分は成功するだけの力がついた」と確信できる

20122003 2006 20092000 （調査実施年）

（平均得点）

480
490
500
510
520
530
540
550
560

読解力

数学的リテラシー 科学的リテラシー

522点
8位/28カ国

（8位/32カ国）

498点
12位/30カ国

（14位/41カ国）

534点
4位/30カ国

（6位/41カ国）

498点
12位/30カ国
（15位/57カ国）

523点
6位/30カ国

（10位/57カ国）

531点
3位/30カ国
（6位/57カ国）

520点
5位/34カ国
（8位/65カ国）

539点
2位/34カ国
（5位/65カ国）

529点
4位/34カ国
（9位/65カ国）

547点
1位/34カ国
（4位/65カ国）

538点
1位/34カ国
（4位/65カ国）

536点
2位/34カ国
（7位/65カ国）

日
本

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

韓
国

ス
ロ
バ
キ
ア

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

台
湾

マ
ケ
ド
ニ
ア

ノ
ル
ウ
ェ
ー

米
国

オ
ラ
ン
ダ

セ
ル
ビ
ア

ガ
ー
ナ

チ
リ

香
港

フ
ィ
リ
ピ
ン

エ
ス
ト
ニ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

ス
ロ
ベ
ニ
ア

ベ
ル
ギ
ー（
フ
ラ
マ
ン
語
圏
）

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

ブ
ル
ガ
リ
ア

エ
ジ
プ
ト

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ハ
ン
ガ
リ
ー

キ
プ
ロ
ス

リ
ト
ア
ニ
ア

ラ
ト
ビ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

モ
ロ
ッ
コ

マ
レ
ー
シ
ア

パ
レ
ス
チ
ナ

ボ
ツ
ワ
ナ

南
ア
フ
リ
カ

ヨ
ル
ダ
ン

バ
ー
レ
ー
ン

モ
ル
ド
バ

イ
ラ
ン

イ
タ
リ
ア

ア
ル
メ
リ
ア

チ
ュニ
ジ
ア

レ
バ
ノ
ン

ロ
シ
ア

ル
ー
マ
ニ
ア

（時間）

0
1
2
3

3
2
1
0

2.3 2.3 2.3 2.2 2.2 2.2 2.1 2.1 2.1 1.9 1.9 1.9 1.8 1.8 1.8 1.8 1.7 1.7 1.7 1.7 1.7 1.5 1.5 1.5 1.51.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.3 1.3 1.3 1.2 1.2 1.2 1.1 1.0 1.0
1.6 1.6 1.62.0 2.0

2.0 2.0 1.8
1.4 1.8 1.8 1.6 1.9 2.0

1.4 1.2
2.1
1.3
2.3 2.4 2.1 2.1 2.1

1.5
0.8

2.5 2.5 2.3
1.6
2.32.2

0.7

2.1 2.1 2.1 2.12.5
1.7
2.2
2.7

2.22.22.3
1.72.01.6

2.1 2.2
1.5 1.5

■宿題をする1日あたり平均時間　■テレビ・ビデオを見る1日あたり平均時間
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日
本
人
の
理
科
離
れ
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。
大
学

で
顕
著
な
の
は
理
工
系
離
れ
。
進
学
率
は
高
ま
っ
て

い
る
の
に
、
理
工
学
部
の
志
願
者
数
は
横
這
い
。
実

質
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
将
来
の
も
の
づ
く
り
を

担
う
人
材
が
育
っ
て
い
な
い
。
同
じ
理
系
で
も
医
・

歯
・
薬
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
は
志
願
者
が
増
え
て

い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
比
べ
ま
だ
産
業
規
模
が

小
さ
く
就
職
の
受
け
皿
が
不
十
分
。

　

理
系
の
志
願
者
が
減
っ
て
い
た
り
、
分
野
に
よ
っ

て
は
産
業
と
し
て
の
受
け
皿
が
少
な
い
理
系
の
現
状

─
─
ま
た
、
日
本
で
は
科
学
技
術
と
社
会
の
接
点
は

見
え
に
く
く
、
人
々
の
科
学
技
術
へ
の
興
味
・
関
心

や
理
解
度
が
高
い
と
は
言
い
難
い
。

　
「
科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
は
、
知
識
自
体
の

理
解
と
、
知
識
が
ど
う
生
活
・
社
会
に
役
立
つ
か
の

理
解
と
い
う
二
つ
が
あ
る
。
日
本
は
し
っ
か
り
し
た

初
等
中
等
教
育
の
お
か
げ
で
、
科
学
技
術
の
知
識
レ

ベ
ル
は
欧
米
に
比
べ
て
も
高
い
。
し
か
し
そ
れ
が
生

き
た
知
識
と
し
て
生
活
に
密
着
し
て
い
る
か
、
興
味

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
欧
米
の
よ
う

に
文
化
人
な
ど
の
知
識
層
が
教
養
と
し
て
サ
イ
エ
ン

ス
を
語
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
限
ら
れ
た
専

門
家
の
領
域
と
し
て
日
常
か
ら
は
か
け
離
れ
た
存
在

に
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
小
学
生
の
頃
は
理
科
の
実

験
が
大
好
き
で
も
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
興
味
を
喪

失
。
受
験
科
目
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
日
常
的
に
科

学
技
術
に
触
れ
る
機
会
は
少
な
く
、
社
会
に
役
立
ち

生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
と
い
う
実
感
を
持

て
て
い
な
い
。

　

も
っ
と
科
学
技
術
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

科
学
技
術
の
社
会
的
意
義
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か

け
づ
く
り
と
、
論
理
的
思
考
─
─
物
事
を
俯
瞰
的
に

観
て
適
切
に
判
断
す
る
と
と
も
に
論
理
立
て
て
話
す

能
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、
私
は
一
五
年
以
上

行
動
で
私
た
ち
は
日
々
選
択
を
行
っ
て
い
る
が
、
自

分
や
家
族
の
生
命
に
直
結
す
る
医
療
や
食
品
、
放
射

線
な
ど
に
は
過
敏
に
反
応
し
が
ち
だ
。
私
自
身
も
子

供
が
い
る
の
で
、
放
射
線
影
響
を
心
配
す
る
お
母
さ

ん
方
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
が
、
で
き
る
だ
け
冷

静
に
判
断
す
る
目
を
持
ち
た
い
。

　

諸
外
国
と
異
な
り
、
島
国
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

日
本
人
は
多
様
性
に
不
慣
れ
で
、「
唯
一
解
」
を
求

め
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
答
え
は
一
つ
で
は
な

い
。
多
様
な
選
択
肢
の
中
で
自
分
は
何
を
選
ぶ
の
か
、

人
々
が
異
な
る
選
択
を
し
た
場
合
、
社
会
と
し
て
の

最
適
解
を
ど
う
導
く
か
。
そ
の
点
で
、
日
本
は
科
学

技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
弱
い
。

う
ま
く
物
事
が
回
っ
て
い
る
と
き
は
い
い
が
、
少
し

歯
車
が
狂
っ
た
と
き
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
弱
い
。
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
養
成
も
喫
緊
課
題
だ
。

　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
拙
さ
も
あ
っ
て
原
子
力

は
事
故
後
、
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
科
学
技

術
は
新
し
い
開
発
へ
の
挑
戦
も
大
事
だ
が
、
培
っ
て

き
た
技
術
や
経
験
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
も

大
事
。
一
旦
途
絶
え
た
技
術
を
一
か
ら
開
発
し
直
す

の
は
至
難
の
業
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
日
本
に

と
っ
て
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
原

子
力
技
術
を
次
代
に
つ
な
げ
る
の
か
、
そ
の
担
い
手

を
ど
う
す
る
の
か
、
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

前
か
ら
中
学
高
校
へ
の
出
張
授
業
を
継
続
。
最
近
少

し
ず
つ
「
リ
ケ
ジ
ョ
」（
理
系
女
子
）
が
増
え
て
き

た
の
は
嬉
し
い
変
化
だ
が
、
や
は
り
社
会
の
リ
ケ

ジ
ョ
に
対
す
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
変
え
る
に
は
時
間

が
か
か
る
。

　

福
島
第
一
の
事
故
は
科
学
者
側
に
も
反
省
点
が
多

く
、
人
々
が
科
学
技
術
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
を
推

測
し
適
切
に
情
報
発
信
す
る
「
社
会
リ
テ
ラ
シ
ー
」

の
乏
し
さ
を
露
呈
し
た
。
同
時
に
社
会
の
側
の
「
科

学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
乏
し
さ
も
現
れ
た
。
双
方

が
歩
み
寄
り
同
じ
土
俵
に
立
た
な
い
と
、
建
設
的
な

意
見
交
換
は
で
き
ず
共
通
認
識
は
得
ら
れ
な
い
。

　

科
学
技
術
は
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
で
は
な
い
。
経
済

的
な
側
面
や
政
策
が
絡
み
、
科
学
技
術
だ
け
で
す
べ

て
を
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
科
学

技
術
に
一
〇
〇
％
の
安
全
は
な
い
が
、
お
金
を
か
け

れ
ば
安
全
度
は
高
め
ら
れ
る
。
で
は
ど
の
程
度
お
金

人 材 力 へ の 視 点

大
島
ま
り 

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授

リ
テ
ラ
シ
ー

適
切
な
判
断
と
選
択
へ
、

も
っ
と
身
近
に
科
学
技
術

おおしま　まり
東京大学生産技術研究所教授
1962年東京都生まれ。筑波大学基
礎工学類卒、東京大学大学院工学系
研究科原子力専攻修士課程修了、同
博士課程修了。マサチューセッツ工
科大学・スタンフォード大学留学な
どを経て、東京大学生産技術研究所
助教授、05年同教授。専門はバイオ・
マイクロ流体工学。文科省 中央教
育審議会委員、国交省 交通政策審議
会委員、経産省 産業構造審議会産業
技術環境分科会委員など。NHK教
育TV「サイエンスZERO」のコメン
テーター、ドラマ「ガリレオ」科学監
修なども行う。
http://www.oshimalab.iis.u-tokyo.
ac.jp/japanese/

を
か
け
て
、
誰
が
負
担
す
る
の
か
。
何
ら
か
の
政
策

と
合
意
が
必
要
に
な
る
。
科
学
者
は
一
〇
〇
％
の
安

全
は
な
い
と
い
う
事
実
を
語
る
べ
き
だ
し
、
社
会
も

そ
れ
を
理
解
し
て
ゼ
ロ
リ
ス
ク
と
い
っ
た
無
理
な
要

求
は
し
な
い
。
そ
れ
が
リ
テ
ラ
シ
ー
の
第
一
歩
だ
。

　

科
学
者
は
安
全
の
程
度
や
科
学
的
根
拠
は
示
せ
る

が
、
安
心
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
得
た
情
報

「科学技術白書2011」の資料をもとに作成

「科学技術白書2011」の資料をもとに作成

国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）2011の資料をもとに作成

を
ど
う
解
釈
・
判
断
し
、
ど
う
行
動
す
る
か
は
、
受

け
取
る
側
が
自
分
で
決
め
な
い
と
い
け
な
い
。
医
療

に
し
て
も
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
受
け
て

ど
う
す
る
か
は
患
者
の
判
断
だ
し
、
遺
伝
子
組
み
換

え
食
品
を
買
う
か
ど
う
か
は
消
費
者
の
判
断
。
選
択

権
は
受
益
者
に
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
自
己
責
任
で

選
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
日
常
の
消
費

科学・自然関係テレビ番組の視聴頻度

社会的な課題や科学的な発見等に関する認知度

小中学生の数学・理科に対する意識

勉強は楽しい

勉強が好きだ

将来、自分が望む仕事につくために、
数学、理科で良い成績をとる必要がある

数学、理科を使うことが含まれる
職業につきたい

100 80 60 40 20 0 0 20 40 60 80 100
（%） （%）

73（84） 90（88）
63（80）

83（86）
53（76）

47（70）

20（56）

48（71）

39（66）

62（83）

18（52）

66（81）

■小学生　■中学生　（ ）内は国際平均

算数・数学 理科

日本全体
米国全体
英国全体

日本
米国
英国
日本
米国
英国

■よく見る　■ときどき見る　■あまり見ない　■見ない

16.3 51.5 23.8 8.4

30.2 48.5 12.3 8.9

37.8 45.9 10.5 5.7

20.8 53.5 19.0 6.7

34.9 46.6 10.5 8.1

43.3 44.5 8.2 4.0

12.5 49.7 27.9 9.9

25.6 50.5 14.2 9.8

32.5 47.4 12.8 7.4

男性

女性

日
米
英

日
米
英

日
米
英

新しい科学的発見

新しい技術や発明の利用

新しい医学的発見

■よく知ってる　■ある程度知っている　■あまり知らない　■全く知らない

3.3 35.5 50.5 10.6

12.1 47.9 33.1 7.0

9.9 50.7 32.1 7.3

3.4 36.0 50.7 9.9

14.7 49.3 30.4 5.5

13.3 50.5 30.4 5.9

3.7 36.0 50.8 9.6

10.8 44.5 38.1 6.5

8.0 50.0 35.5 6.5
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３
・
11
後
、
原
子
力
分
野
の
人
材
育
成
・
技
術
継

承
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
大
学
で
も
原
子
力
を
専
攻

す
る
学
生
は
そ
の
総
数
が
そ
も
そ
も
少
な
い
。
志
望

者
が
目
立
っ
て
減
っ
た
震
災
翌
年
や
昨
年
に
比
べ
れ

ば
回
復
傾
向
に
あ
る
し
、
逆
風
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ

立
ち
向
か
っ
て
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
頼
も
し
い
若
者

も
い
る
が
、
全
体
的
に
は
「
原
子
力
＝
未
来
が
見
え

な
い
分
野
」
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
。

　

し
か
し
本
当
に
日
本
の
原
子
力
に
は
未
来
が
な
い

の
か
。
否
。
私
は
二
つ
未
来
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
つ
は
事
故
の
中
に
未
来
が
隠
れ
て
い
る
。
例
え

ば
自
動
車
の
歴
史
を
見
て
も
、
四
〇
年
前
の
ク
ル
マ

に
は
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
す
ら
な
か
っ
た
が
、
事
故
に
よ

る
む
ち
打
ち
症
が
問
題
に
な
り
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を

標
準
装
備
。
そ
の
後
エ
ア
バ
ッ
グ
が
登
場
し
、
今
で

は
オ
ー
ト
ブ
レ
ー
キ
、
自
動
運
転
ま
で
開
発
さ
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
も
事
故
か
ら
学
ん
だ
結
果
だ
。
原
子

が
、
例
え
ば
発
電
電
力
量
一
兆

ｋＷｈ
あ
た
り
の
死
者
数

は
、
石
炭
火
力
は
原
子
力
の
一
八
八
九
倍
、
天
然
ガ

ス
は
四
四
倍
、
太
陽
光
で
も
五
倍
と
い
う
デ
ー
タ＊

が

あ
る
。
原
子
力
は
危
険
極
ま
り
な
い
と
い
う
世
論
に

は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
一
石
を
投
じ

た
い
。

　

折
し
も
学
校
教
育
で
は
二
〇
一
二
年
度
か
ら
中
学

で
、
一
三
年
度
か
ら
高
校
で
放
射
線
教
育
が
ほ
ぼ

三
〇
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
放
射
線
を

学
ぶ
生
徒
た
ち
に
は
、
科
学
的
な
事
実
を
ま
ず
提
示

し
、
放
射
線
影
響
の
受
け
止
め
方
に
は
多
様
性
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
い
。
素
直
な
目
線
で
疑
問
を
持
ち
、

忌
憚
な
く
意
見
を
交
わ
せ
る
場
を
創
る
こ
と
が
、
次

代
の
原
子
力
の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
り
、
資
源
小

国
・
日
本
の
足
腰
を
強
く
す
る
。

力
も
基
本
は
同
じ
。
福
島
第
一
の
事
故
は
一
見
大
失

敗
だ
が
、
あ
の
最
も
旧
い
型
の
格
納
容
器
が
堅
牢
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
事
故
が
真
実
を
明
ら
か

に
し
た
の
だ
。
事
故
か
ら
学
び
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ

き
次
の
ス
テ
ッ
プ
、
未
来
が
現
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
リ
プ
レ
イ
ス
・
新
増
設
に
伴
う
最

新
鋭
機
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
未
来
。
四
〇
年
前

の
ク
ル
マ
で
も
運
転
に
支
障
は
な
い
が
、
や
は
り
最

新
鋭
車
の
ほ
う
が
燃
費
も
い
い
し
快
適
だ
。
そ
れ
は

原
子
力
も
同
様
だ
が
、
原
子
力
の
未
来
を
不
透
明
に

し
て
い
る
の
が
、
原
子
力
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
」
と
し
な
が
ら
「
依
存
度
を
可
能
な
限
り
低

減
す
る
」
と
い
う
政
府
方
針
だ
。
し
か
し
私
は
、
資

源
小
国
・
日
本
に
と
っ
て
原
子
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、

気
候
変
動
問
題
を
考
え
て
も
適
正
に
原
子
力
比
率
を

「
高
め
て
」
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
日

本
に
は
過
去
四
〇
年
以
上
、
原
子
力
の
技
術
開
発
を

　

但
し
、
原
子
力
を
志
す
若
者
が
増
え
て
も
、
育
成

課
題
は
も
う
一
つ
。
実
習
機
会
を
増
や
さ
な
い
と
い

け
な
い
。
現
在
大
学
の
研
究
用
原
子
炉
は
次
々
閉
鎖

さ
れ
、
実
機
を
触
る
機
会
、
原
子
力
特
有
の
臨
界
な

ど
を
体
験
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
。
研
究
費
削
減

に
よ
り
施
設
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ

が
、
大
学
教
育
で
最
低
限
の
実
体
験
、
実
験
実
習
を

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
こ
の
対
策
が
急
務
だ
。

　

国
内
で
は
再
稼
動
が
進
ま
な
い
な
か
、
原
子
炉

メ
ー
カ
ー
は
輸
出
に
活
路
を
見
出
し
て
い
る
。
電
力

会
社
は
言
い
た
く
て
も
言
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
が
、
事
故
に
た
じ
ろ
ぐ
時
期
は
過
ぎ
た
。
放
射
線

教
育
が
始
ま
っ
て
も
教
え
る
側
が
放
射
線
を
学
ん
で

い
な
い
。
原
子
力
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は
増
え
て

い
る
。
こ
こ
で
電
力
会
社
が
動
く
と
Ｐ
Ｒ
だ
と
言
わ

重
ね
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ

を
継
承
し
な
い
と
中
国
な
ど
に
追
い
抜
か
れ
か
ね
ず
、

世
界
の
原
子
力
安
全
も
守
れ
な
い
。

　

で
は
ど
う
す
る
か
。
事
故
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、

専
門
家
は
研
究
室
に
籠
も
り
放
し
で
な
く
、
も
っ
と

社
会
に
出
て
顔
が
見
え
る
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。「
自
分
が
伝
え
た
い
こ

と
」
を
一
方
的
に
喋
る
の
で
は
な
く
、「
相
手
が
知

り
た
い
こ
と
」
に
目
線
・
軸
足
を
移
し
、
疑
問
に
応

え
る
姿
勢
こ
そ
大
事
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
原
子
力
へ
の
誤
解
は
解
く
よ
う
に
最
大

限
努
力
す
る
。
人
々
は
原
子
力
を
「
ハ
イ
リ
ス
ク
・

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。
と
て
つ
も
な

く
危
険
だ
が
リ
タ
ー
ン
が
大
き
い
か
ら
仕
方
な
く
使

わ
ざ
る
を
得
な
い
、
必
要
悪
だ
と
。
原
子
力
リ
ス
ク

に
は
避
難
を
強
い
ら
れ
た
人
の
関
連
死
や
土
壌
汚
染

被
害
も
カ
ウ
ン
ト
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
一
理
あ
る

人 材 力 へ の 視 点

澤
田
哲
生 

東
京
工
業
大
学
原
子
炉
工
学
研
究
所
助
教

エ
ネ
ル
ギ
ー

原
子
力
の
未
来
へ
、

批
判
を
怖
れ
ず
応
え
て
い
く

さわだ　てつお
東京工業大学原子炉工学研究所助教

（原子核工学）
1957年兵庫県生まれ。京都大学理
学部物理学科卒。工学博士。三菱
総合研究所入所。ドイツ・カールスルー
エ研究所客員研究員を経て、現職。
原子炉物理、原子力安全、核不拡散・
核セキュリティの研究に従事。最近の
関心は社会システムとしての原子力、
原子力の初等・中等教育。原子力立
地地域の住民や都市の消費者の絆を
紡ぐ「つーるdeアトム」主宰。著書『原
発とどう向き合うか──科学者たちの
対話 2011～’ 14』『誰も書かなかった
福島原発の真実』『誰でもわかる放射
能Q&A』『御用学者と呼ばれて』など。
http://enercon.jp/originators/
sawada/

れ
か
ね
な
い
が
、
批
判
を
怖
れ
ず
積
極
的
に
出
前
授

業
や
議
論
の
場
づ
く
り
な
ど
を
進
め
る
時
機
が
来
た
。

　

戦
後
の
電
力
再
編
時
、「
電
力
の
鬼
」
と
呼
ば
れ

た
松
永
安
左
エ
門
は
、
批
判
に
屈
す
る
こ
と
な
く

一
九
五
一
年
電
力
民
営
化
を
実
現
し
た
。
小
電
力
が

林
立
し
て
安
定
供
給
を
欠
い
た
戦
前
か
ら
、
電
力
国

家
統
制
の
戦
時
中
を
経
て
、
勝
ち
得
た
民
間
の
手
に

よ
る
電
気
事
業
。
地
域
独
占
も
総
括
原
価
方
式
も
安

定
し
た
電
力
供
給
の
た
め
の
最
適
な
方
法
と
し
て
採

用
さ
れ
た
。
以
来
六
十
余
年
、
電
力
安
定
供
給
基
盤

が
揺
ら
ぐ
な
か
、
電
力
会
社
は
今
こ
そ
松
永
が
め
ざ

し
た
原
点
に
戻
り
、
必
要
な
自
己
改
革
と
積
極
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

知
恵
と
胆
力
な
く
し
て
未
来
は
な
い
。

原子力関係学科等の学生動向（志願者数）

文部科学省の資料をもとに作成

自然放射線の存在を
知らない

半数以上の
理工系大学生

授業で放射線を
教えたことがない

～45%
（中学校理科教員）＊1

教師自身が放射線を
習っていない

～30%
（中学校理科教員）＊1

放射線授業を行った教員のうち、
放射線実習を実施した経験を
持つ割合

高校理科教員の
４分の１＊2

放射線は微量でも
被曝しないほうがよいと考える

高校理科教員の
３分の２＊2

放射線利用の認知度は
医療分野以外で極度に低い（一般人も含め）

＊1 中学校理科教員アンケート調査（2008）
 有効回答数1171／回答率23％
＊2 高校理科教員アンケート調査（2009）
 有効回答数614／回答率20.5％

放射線教育フォーラムの資料をもとに作成

＊ 全米科学アカデミー、世界保健機関、EUの研究者等の調査
をもとに、米経済誌「Forbes」が発表（2012.6）。

 死者数データは、資源採掘や発電所建設・運用時の事故に
よる直接の死者数と環境汚染による健康被害の疫学的推
計値を合算した世界平均の値。

 http://www.forbes.com/sites/jamesconca/2012/06/
 10/energys-deathprint-a-price-always-paid/

放射線に関する知識度の現状
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